
右の図のように，２直線 y＝２x …   ，y＝－ x＋１０ … 
がある。直線   上の x座標が a である点Ｐを通り，x軸に
平行な直線と直線   との交点をＱとし，点Ｐ，Ｑから x軸
に下ろした垂線をＰＳ，ＱＲとする。このとき，次の問いに

答えなさい。

右の図のように，４点Ｏ（０，０），Ａ（１０，４），Ｂ（４，８），Ｃを頂

点とする □ＯＡＣＢがある。このとき，次の問いに答えなさい。

右の図のように，４点Ｏ（０，０），Ａ（０，６），Ｂ（４，７）

Ｃ（６，０）を頂点とする四角形ＯＡＢＣがある。x軸上に
点Ｐをとり，△ＯＡＰと四角形ＯＡＢＣの面積が等しくな

るようにするとき，次の問いに答えなさい。ただし，点

Ｐの x座標は正とする。

①　ＰＳの長さを a で表しなさい。

1）　a の値を求めなさい。 2）　点Ｐの座標を求めなさい。

②　ＰＱの長さを a で表しなさい。

③　四角形ＰＱＲＳが正方形となるとき，次の問いに答えなさい。

①　点Ｃの座標を求めなさい。

②　ＡＢの中点をＭとするとき，点Ｍの座標を求めなさい。

③　点Ｄ（0，2）を通り，□ＯＡＣＢの面積を 2等分する直線の式を求めなさい。

①　直線ＡＣの式を求めなさい。

②　点Ｂを通り，直線ＡＣに平行な直線の式を求めなさい。

③　点Ｐの座標を求めなさい。
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ＰＳ＝ＰＱとなるから，
2a＝－3a＋10，a＝2

Ｐ（a，2a）だから，ＰＳ＝2a

2a＝－ x＋10より，x＝－2a＋10となり，Ｑ（－2a＋10，2a）
ＰＱ＝－2a＋10－ a＝－3a＋10

y座標は 2a より，
2×2＝4
よって，Ｐ（2，4）

点Ｃの座標は，（4＋10，8＋4）＝（14，12）
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直線ＤＭとなるから，

y＝ ax＋ b とすると，b＝2
y＝ ax＋2は点Ｍを通るから，

6＝ a×7＋2，a＝ 
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y＝ ax＋ b とすると，直線ＡＣと平行だから，a＝－1
y＝－ x＋ b はＢ（4，7）を通るから，7＝－4＋ b，b＝11

y＝－ x＋11に y＝0を代入して，0＝－ x＋11，x＝11
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